
 ■ゴチ網漁業調査

1一目的

 近年ゴテ網ば普及が著しく沿岸各地で乱立の状態にあるが.鹿児島県の場合操業許可区域が
 共同漁業権内であるため更に過当競争の傾向一にある。

 この対策として叩合進甲力芦千られるが・本試ではそれ喉ち一そ1ゴチ網による深海での
 操業の可否叩㍗による有用魚種の漁獲が可育暮であるかどうかを知る目的でこg調査を
 実施した。

 I調査方法

 1)期間.一一145年6月15日㌧6月27日一

 2)調査海域・西鰹.沖合:・・1

3)漁..具別,図

 曳網は片側4丸(クレモナ4分亨九十鉛入り1丸)

 4)使角船がもめプ4屯6560馬力

K

 5)苧・・獲・、†クイ外..3.ハ.一211
 瓦一・結果の概要1.1

 工1練㌘㍗守㍗㍗p0∵∵㍗
 .網蝉損の定め三8回以降は別区の干帆糸を≡太/し年もめを使用峠
 .千体千多島以南は郷.礫で組の蝉…多く・タイ竿少叶一紅
 ・串木野西沖の90～80一切附近ではかなり多イ類が漁獲された。

担当者岩倉 栄
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操業表

               団月天風波う表               向面操.業一一一一時一
               ね水浮標入網入れ網入れ浮標沈み待ち曳きしめ巻き巻き

               数日候力浪り温始め終り取入れ始め終り

               16.16oN32222.808540925092709350935

               2〃1口4010451口4ア10511051               〃〃〃～10561口5611031138
               3〃〃〃〃12071213121412201231迄123112421313

               41ア口週10122.4ロア5008100810〃口81口0820

               5〃〃〃〃134513581414

               6〃〃〃〃150915151520153口〃1535迄154口1616

               7〃〃""{6401647164816531712

               821oN32222.ア口848085408590908〃口908091ア

               9〃〃〃〃22.5112ア1131113911391157

               1013づ0132513311341〃一1341135014〒               〃〃〃〃25

               11145515口0150115ロア1510               〃〃〃〃～1520152口15251558
               12r〃〃〃165口165517021909迄1ア091ア141ア46

               1322oN21122.3094009440945口9510959〃0959.1008

               {4]=〃〃〃14371441144214481455145514591533

               15〃〃〃〃154815・531558。160516051640

               1623rN21.121.91258130413091314161413・241358

               1ア143014351436144D144D               〃〃〃〃}144914491458
               18〃〃""1600“051612162口16341710

               1924r・S瓦1口O21.312D512{412201228123012381305

               2口〃〃〃〃133213421400

               21"〃〃〃150215131522

               221636163716431650迄17■17一               〃〃〃〃1631D0'0D
               2325oSE32221.81口331038104611一                OO1134
               24〃〃〃"1202120712口812131220迄1220123513口8

               25〃〃〃〃134513501351135614口5〃140514201455

               26〃〃〃〃15381543154415501559〃1608迄16091644

               2フ26rNW2110815口820082108260835迄08350844091鼻

               28"〃〃〃22.O0949095409551ロロo1009〃10091口191050
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      水潮追

      網上り逆漁獲.備・考
      終り深流潮

      102098S逆カナガシラサメ外網もつれ投網長くかかる

      114588タイ類なし

      132口82〃

      090588N珊緩追漁獲在し網破損修理漁左し

      144582〃ロープ中がかりし漁危し

      162086キタイーマダイイトヨリェソ多し

      174584網破損(袋尻たし)串木野え

      101593SW一遣カナガシラェソ多しローラー故障途中で修理カセ多し

      123597S逆カナガシラ多し

      143口93・逆〃

      161593追漁獲在しカセ貝類多し袋尻乗る漁左し

      1ア50ア8漁僅か

      105078SW逆〃網小砂

      154071キ州多し

      1645==7・6W耐逆'圭ソ多し

      14D8・a6N由逆〃

      153578逆

      1715一86キタ'イ多し

      131586!ソ多し

      144284・逆」エシイトヨリ他一'網乗る

      1610。8・2ミ=三シ多し・

      174089追

      114176SE逆

      131584逆キグイ多し

      150095逆

      165093逆カナガツラ多し

      092576追

      110593逮カナガシラーキタ'イ多し
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漁獲状況

          魚種篭義キダイマダイチタ十ヨ1カナガツラ工・ソ
          12尾1D092550251,0003400

          22080月

          3111二:8.0口11口0
          4在し

          5庄し

          692.18口21,34016口O111.8701694口293,0口0

          ア・81,20口

          8382・9.PO・26801709,000333,300

          93021500・1666,4501260.

          10104601907,00011950

          11なし

          12一'1一一1口.・90.0!

          1311600140011004・j二1,、耶18一2;口車:口・

          14ミ356800161.35014・82口.1,8・・1118510!
          15141.420686038i3那0・

          16161,00014204j.2わぎ2.∴.=。4;45把1
          17'211,440.・2.20把'

          18'427,440102.950804,2口0121.3ロロ。

          195320466014660フ27.250

          201218口121.7口01180.0555,550

          2146003.41β51Qア5==6,35.0。
          22221.70067.1.500121.3ロロ。

          2381.050333065ラ.O.

          24136ア,900256019073206620.

          2531401359,10081.95=O

          26351,95口26017,O00182,100.

          .27・141,1405700980.口

          岬7312,9503口0180口0.346-0

          計492尾K95372863.90口2690781,531480          i2,89080,99950.76口
          一I一
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'

       ホーボーアカイカコーイカタコタマガシラマトダイヒメジ

       13502300

       2250850063口O525口

       595025800525口290

       220口8.340

       ヌー400160626口9460
       11202587.O9340180

       423072口0戸100

       1100

       '一♀'8p

       3口・.I工350-I
       一32;5口0一一一一

       '

       1一一一1口。.子.I2;20-O一

       .ぐ3,10口6300

       134031601458口

       530口191.0ロロ

       1-360718口11,3401260口
       n.・

       53D013口

       162-P10470

       29203.160

       2100111301・780φ一一400

       21ロロ112801-460一1口340

       1601一一1.07口8440

       930086001'2,00口

       143,39p843.5608口3,160一211023002日146       14,3706.960

 ・・'一136一



             魚種操業回数.コチウチワエビアナゴカ.レイヒラメ・ウシノシタネソプツダイサメミシマオコゼ
             132.000

             21300{20011.口0038口0

             3・..220012亨口1300

             4・一

             5

             6444i3068011.OO口

             1

             7

             8191.800162口641、ア50170口133.10口

             9118501200381.41D41,3001470'

             10321口18440

             i1

             12

             1321507220

             1431401240ア1403980

             151450

             1615.400830.O
             17356014803一。1,08D

             1854005、.。。.4003D1,05031,100

             197760260口13-78011,16口

             206740■3I1.200

             21145018650{5502290

             224・1一'44口17=380{
             23,1一.一30280口{43301・480

             242'一200..L20600400.一・6.50口2620
             2532707.1.40.P52-2.200.一一・

             2663405-4pO3ぺ2.OOO5800

             272250015D口

             2871,230331,12口5950

             計908.8ア0243,53094,17042514.55040口12アI19046             6,50012,6ア0
             川一
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       アカグツエイアンコーマツカサウオアカタチ他計

       384,700

       474,40口

       533.740

       1230130065,60012118,720

       81.200

       21.30口596036728,890

       26802780663029816,940

       380021.OO口25口111390

       1250121.250

       1100373.800

       1880114口12914.690

       189307010.060

       566.840

       152018980547.560

       22,DOO213026324.370

       {32013ア131590

       113i1.470

       145015713.67口

       52.3501338.008

       464,780

       58118,490

       115022916,620

       506,50043ア32.270

       5190665,400

       42,8DO1496045ア41.370

       41.1604,1.10口28506,5005960654,1104,099
       18,100324,210
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調査漁場図
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キダイ

イトヨリ

マエソ

第3図 魚種別体長組成



アカイカ

カナガシラ

第3図 魚種別体長組成



第2図漁具図



 皿バショウカジキ魚場調査

 1、目的

 前年度に引続き外海域に台けるバシ冒ウカジキ漁獲試験と漁場形成の可否について調査する

 ことを目的とした。

2.調査期間

次数期聞調査海域

 1次昭和45年8月5日～8月11日鹿児島湾口開聞沖大隅東部

 2次〃9月3日～9月12日長島

 3次〃9月16日～9月30日長島

3.調査船

 がもめ14.65屯60馬力

船長杜山光二他6名

4.便用漁具

 前年度と同じ(使用尺叙10反〕

 5.調査海域と調査方法

 初漁期(7月下句)の鹿児島湾口附近の海況は中層以下に沿岸水の影響が残ってい九が.湾

 外の中層てば暖流水の影響を受けていた。このようた海況は魚群の湾口内への進入を阻止する

 要因の一つと者へられ、魚群は湾口外に多いと予想されたので本年度は湾口.大隅東部沿岸域

 の初漁期の来遊状況をみること㌧.流網の新規着業の希望があった長島西方沖について調査し

 た。友倉長島海域では現地水産振興会との共同調査を行い正調査域は潮流I旋網漁場との関係

 で長崎鼻～大崎沿岸域から南西方向の沖合域を含んだ海域での均等調査を原則とした。

6調査結果

 西海域に右ける調査状況と漁獲状況を第1・2表に示した。(調査経過は別表1}3.調査

 位置図第1・2図)

 第1表海域別調査実績とバショウカジキ漁獲尾数

            次湾口開聞大隅東部長島西岸域

            調査期間調査有為尾数調査有為尾数
            数日数日教日敏回数日教回教日数回数
            145.8・5～&11615111

            293～9128203310

            3916～93口716111

            計61511115364411
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 第2表バショウカジキ漁獲位置。

    漁獲月日漁獲位置水深漁獲尾数

    45.8.9大隅東岸大浦}辺塚42}75肌1尾

    93長島大崎西1～1.5浬28～454

    94〃0.5浬39～495

    910、,3}4浬5口～541

    926〃2浬48～511

 
   
1

    !計11・i

 1)湾口'、開聞沖Iガ偶東岸域

 大野部舳浦・辺塚閻でわずかに1尾漁いれたカ三・こσ)繊は潮流亭{弔い浬/h
 の漁具の移動がみられ、操業に和する潮流の影響は木きい。=
2)長!島西岸域

 長島西岸域てばバショウカジキの漁獲があることが確認された。(地元船による漁獲ばな

かった)

 漁獲位置は大崎西方0.5～4浬の範囲であったが0.5～1.5浬のごく沿岸域では有為1回の

 漁獲が4～事尾.という既存漁場に匹敵する成績であったが。2～4浬では有為1自に1尾の
 漁獲であつ牟。

 航海次男リにみた調査日敬(回教～に封ずる有為日叙(.回叙)の比率並びに有為1日(回)
 鋤の漁網は下表のと拾りと手一て拾り・漁獲尾咋有為日銀(回数〕の割合はイ団れも
 2次(9月上句)の結果が3次(号月中・下句)を上廻り走。

 この海域への来遊群が北上群か南下群かぱっきりし友いが.1二の海域に近い。

 市来江口両漁協の44・45年の水揚状況をみるとI漁獲量のピークぱ44年ぱ9月下句

 に何れもみら片たが.45年は市来が9月上旬.江口赤9月中旬にみられている。一

一(詰3図)
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第3図  バショウカジキ(流網)の旬別水揚量(市来・江口)

 この違いは一今年g.甲薩海域での漁場形成が川内方面で殆今ど在く。漁場は例年より南偏し
 市来沿岸域以南が王漁場と庇ったことに関連があるようであるが,この影響で長島方面への

 来遊が少友かったことも者へられるので.今回の調査結果がこの海域を代表するとは思われ

 在い。従ってこの海域てば継続的を調査を行う必要があろう。



第1図 調査位置図(湾口,開聞沖,大隅東部)

第2図 調査位置図(長島)

調査位置

有漁位置



別表1 操業経過表(第1次)

        漁具

        調査月日45,8.58.5～8.68.68.645.8.6

        調査海域島.泊沖長崎島沖.開。.。聞...岳.西.開聞岳南

        天・候,bb

        気圧1.0101,009

        '

        気象海象気1温        風向;・風力0aユエロOaユエロ

        波浪・うねり」

        表面2Z5。26.228.32'Z528.1

        水温10η20m
        調査位置一3ド02.ト02.4N130㍉口.1～38.3E引¶3.3～03.0N130,393～40,1E31¶3.5～口3.0N130℃8.6～396E引mZ3～05.8N130.33.2～34.4E引沌93～08.7N130回28.8～30,2E引¶8.5～08.5N13D㍗1.6～32.6E
        投網時刻194口～195023・50～0口.0202.45～02.55193口～193720.40～20.4802・18～O書・26

        ・1水深54～6840～6687～Z8164}240190～2002口O～217

        揚網時刻21.42～23・1501,35～02.1504.20∴05.001900～194D.00.4口～02.0003-55～04.40

        〃水深80～8948～2936～26228～249126～226180～

        投網方向反教NNW10反W8反'W8反N10反W1口SlO

        漁獲物マルソータ'カツオ田L2ZOcm35.0293ゴマサバFL{Z5α冊19820.5        '一一■■ツイラ]ヨ1L63-5c腕64,365,058,241,4一''一一IマルソークカツオFL25.ア伽2Z0伽2Z221.02Z728,226,525.7



仁

        …漁具

        =調査月日8.ア8.846.8.98.9

        調査海域早崎東観音崎東小山田湾〃

        天候bbb

        気.匡.1,0061.口061.008

        気筆嚢気一'一紅        風向'風力Ca.ユ皿NW'グ・N1

        波浪.うねり1.1'一'・.1一.

        表面.25.32ア5一2Z22Z82Z6        水温10m2.0切
        調査位置きいOl.1～00.5N13口.㍗4.O～42.8E3ゴ価章～0Z8N130,594～58.8E31.12.4～“1価131ロロ46～031軸31.11.O～10.2N1引¶2.O～01.O瓦引¶6.0～04.4N130.55.5～51.1画31.04.1～03.5N130巧0.ア～48・3E
        投.網一一時'刻20.45～2q5520.00～20,0800.3口～00.3704.00～04.口7192口～192721.53～22.00

        〃水深56～ア3ア6～8484～8576～8064～ア558～アロ

        揚網一'時刻?0・45～20・5521.40～22,3口02.00～02.3505.20～口5.5口21.00～21.4023.10～23.40

        子.∴永一一憐74～5468}7182～ア978～ア842～6ア33～19
        投網舶反籔」SlOS10SlO反sS

        一。'痴一一一獲I{..物.バショウカジキBL1ア2醐マルソータカツオFL2612伽26.7



     漁具

     調査月日46&10〃8.ユ1

     調査海域

     天候

     気圧1.口04

     気象・海象気温
     風向・風力皿3

     波渡・うねり2.1

     表面26.ア28-1     水温10m20m
     1調査位置3グ日一1∵5～01'3N130唱9-6～38.佃31ロロー1;9～0グ3N130℃見8～38.7E31.。口Z8～0Z3N130℃4.O～3514E
     投網時刻1935～194122,OO～22.0500.35～0口.4D

     〃水深44}6口70～ア4209～194

     揚経時'刻21.10～21.4523.0口～23・2001,40～口2.10

     〃水深64～58ア7～7717口～160

     投網方向反数W

     漁一獲物



別表2 操業経過表 (第2次)

        漁一具

        調査月日45,93〃942445.9495

        調査海域

        天=侯0bC

        気一圧1.0001.013

        気象海象気温.・・一一
        風向・風力SW1W1

        ・'波浪'1字ねり
        表面2フ1526.8・・2Z32Z1        水温10m20m

        調査位置32}5.4㍗口5.8N130.Oア9～OZ3E32℃4.6～04,2N130。口8.D一～OZ5E32,069～05.1N1手パロ64～口58E32008.1～06.9N130叩6.O～06.OE32。口5.9～04,9N13口。08.3～08.畑一32.05,4～04.5N130.08.7～091瓦
        一投縄時刻18-56島190020.55～21.0000.25～口O.3518.45～18.5022.15～22.2301.5口～01.5ア

        ・水深42～4548～5D50～5039～4639～49一32～41

        揚網時一亥1」2口.20～20,4口21.55～22.15口2.30～03.2口21.00～21.3口口O.3D～01.33口3.2・5～03.5ア

        〃水深28～4150～535口～5口42～4346～4633～40

        投網方向友数SW5反SW〃WSW5反。W5反SW§反8反

        漁獲物体長組成バショウカジキBL15佃冊148㎜149138マ」レゾーダFL2612ヒラソーグF工.295マルソーダFL26.ア2525マルソータ']ヨ1エ。2&226,723,026.ア23,924,925,423,825,524.口26.2バショウか持亙L137㎝{。45㎜156136148マルソーダFL26.2-25,525,025,523,526,OマルソーグFL25,025,524.3



        漁具

        調査月日2545.、g.6"91一アー

        調査海域

        天....侯..りG一.・一bb'
        ■一

        気...圧1.口121.0i21.口14

        気象海象気温        風向・風力N恵一一才一1E3N・一㍉1=・.

        波浪・う劫2・2一

        表面261ダ2Z'2一'27口21Z8'!、ミ・!'.。        水温上10m20流F■
        調査一位置.一32口Z6川10.ON13口¶51～口601田3グロ6.4Jd4.8N130.06.1～05.0E32ロロ5.8=二0ぢ1N130.0.69～055E32¶4,2～05.アN13口。0Z2}口Z2皿き2口052～05.きN13ザロa2,Oa8E32.05.8～口6.口N130.q.75～口ZOE
        投網時一刻1938～1伽423.13～2引802.25～02.321952～19581942～1λ4822.5ア∴23.04

        ・.永'..深μメ25口～5450～504口～4648～5050～50

        揚網時刻2岬～季1、毫与01.25～02.1004.00～口4,45.21・00～21・4022.00～22.35口1.0口～01.29

        ・..水深..一..3.負二1.Pア4～655口～5ロー30～3642～3650～50

        投網方向反数.ES固7軍SW5反.ア反SW"SW

        漁獲物体長組成マルソータ'コ…・L24,422,223,021,222・0一.2己ザー22,822.1・23.0ヒラソーグ至61525.ア



        漁具

        調査月日45.98〃45.99

        調査海域

        天候bb

        気圧1.口141.0-14

        気象・海象気直.        風向・風力SS即.1S2

        波浪・うねり

        表面・!ヨ12.ブ5I2z326.82Z3        水温10肌2口m
        調査位置.3■・11二単・;3斗岬・.i3ザロa一『J0'8一口E一3・21占0“～D5.5・N130.08-8～0&6E32¶5.3～06.6N13n。口5.3～口4、アE52¶95～口8.5N130u口4.7～口4,6E32ヨ05.ア～口4.8N130,072}口8-5E32.06.O～05.1N130,066～069E
        投一網時.刻0㌔50～01・5ア1930～193722,45～22.5202.07～口2.1320.27～2口.3522.30～22.34

        〃水深37～4る49～5068～7660～8346～4ア5口～50

        揚網時一刻.口4.00㍗04.章8睾2・00～22・3301.05～01.3503.30^一04-0321,53～22.2500.口O～0口.26

        ・水.深.45～.32～35ア8～7860～44～4545～46

        投網方向反数ア反WアWSWWW

        .マルソーグF工251兆025,523.52己口24.5シュモクザメ.B工109マルソーダF工`23262222ヒラソーター亙エ30.0        漁獲物体長組成一



σ

ω

     ∴漁一具

     調査月日910

     調査海域

     禾・候b.R一

     気一・圧.一1.m3

     気象.海象気温
     風向・風力SW2

     波浪・うねり

     表面2Z5.     水温・イ.σm20m
     一σぴ調査・仕直32,5.ア～0.4.6N130口045～05.5画32回D2.9～D2.5N130口04-4～05.9E
     '投.網・時刻1925～1935一22.56～23.02

     "・水深51～5062～60

     揚網時刻21.55～22.29一01.05～01.35

     〃水深54～5462～

     投網方向反数NN固ア反NNE7反

     バショウカジキB工.!.52
     漁獲物体長組成



別表3  操業経過表(第3次〕

        漁具

        調査月日45.919〃920.92345,923～24

        調査海域

        天.候一Oo

        気.'圧1.0111.口14

        気象海象気温        風向・風力N亜2NW享E2

        波浪'うねり

        表面26.326.325.925.825.625.3

        水温1旦刎20m
        調査位置32。口5中040N130¶5,2～05.0E32¶3.4～04.6N130¶6.2～06.4画32.0“"0三2,2N130.03.1～02.9E32口05.1～O・盲三5村130町5.2～03-4E32。口3.6㌧口。4,2N130¶3.ア.～口3-2E32。口1.ダ～02.アN130口02.9～口3.4週
        投癌時刻1919～1兄1621.34～21.3901.OO～01.06"30～1935254ロペ2545皿00∴03.07

        "・水深.58～55～5566～6658～5864～6466㌣66

        揚網時刻20・{.写γ20・4723.45～口O.2003.口O～03.3021.45～23.2502.00～02.350500÷口545

        〃水深56Ψ5552～5266～62÷5262÷6064～

        投軸方向反数W8反SW5反SWENEア反

        マルソーダ田L25.8        漁獲物体長組成カタクチ田L8.78.28.98.28-0



        漁具

        言商査一月一自一92445.92545.925926

        調査海域

        ・天・二二I.1集b0bC1⊃
        気1庄.二1・01.41.0131.015

        気象海象気温.一一        風向'風力σ百一十エロS・2N2.、

        波浪・うねり

        表面■'02釧25,826.2.25・9.256        水温10m2,吻一=1-1
        調査位置3205.7～05.3N130,068～05.7固52口4.4}口3.2N130¶2.1～02.0E32.00.8Ψ31596N130m1.6～口1.口E32口6.ア～0アロN130¶5,4～04.2E3205-5句4.8N130¶6.8～Dア1固3205.7}04.9,N130¶5.3～05.7珂
        投網時刻1913～1兄1-82515～23.2102.30」02,3618.55～19011215～192222.48～22.55

        ・・水、深一5口}50ア4～ア2ア4～ア452}6051}5062～58

        揚網島刻一21,55～22.350,135}02.05.P4・35～05・1021.20～22.4721.25一～22.口501.ロロ～01.3口

        〃水深52～52ア2～ア。～7ア～6048}4846～5-O

        投網方向皮碑.N皿6反WSWW瓦6反NN固        '一■I■I

        ヒラソーグFL2Z926.22包2一一字ルソーグ]ヨ1L22.0マルソーター皿L22,023-122,522,524.0.ヒラソーダF工25.8菰芝バ肌犯0マルソウダFL22,525,025.5ヒラソーグFL31,028-3536バンヨウかジキコ目工154        漁獲物体長邸.
        一0一■



      漁具

      調査月日45.927〃928〃

      調査海域'.一

      天候bb

      気圧1.0171、口1フ

      気象・海象気温
      風向'風力N1Nl

      波浪・うねり

      表面26.O25.3

      水温10m20m
      調査位置一32.05.4～口5,1N130口DZ4～08.2E32.¶6.2～04.9N130,5一ア～062週32。口5.口～04.6N130回052～05卵32口05.6～05.アN130口068～OZ8E
      投縄時亥血01.58～口2,061905～1出000,40{00.46』1910～1915

      "水深46～4355～5258～545口～50

      揚網時刻04.0口～04.3521.45～22.2002,45～口51521.25～21.59
      ■

      〃水深48～3852～5246～4658～52

      投網方向反数E・.EEW8

      =マルソ_ダ・FL.24一一2626.5      漁獲物体長組成マルソ`タ'F工2Z0.24・5iトビウオF工。2Z0マルソーダFL26.Oトビウオ五L28.8



 §魚群調査

 Iビンナガ魚群調査

1.目的

 ビンナガ筆釣漁業ぱ4月末から7月頃まで拍β太平洋に漁場が形成され.カッォ漁船はこの

 漁況によって年間収入が左右される業種であ私

 昨年度は初漁期の漁場形成位置発見に正目標を右き実施したが.本年度は昨年度の目的と更に

 漁場移動期における次期猟場を想定しIその海域の事前調査を実施し.本県船にそれらの結果

 を速報して漁獲の向上を計った。

2.使用方法

 一(1)使用船.さったん116屯520馬力

(2)調査方法

 (a〕調査期間及調査海域

      期間一
      調査次出港入港餌料積込調査海域
      14.34.22牛深40杯薩南海区紀南海区立南海区

      24.265.9茂串1410杯益南海区紀南海区
      35-125-2ア佐世保40杯薩南海区紀南海区立南海区

      4&126.25宮之浦・4口杯紀南海区立南海区E14口以東海域

 ㈲乗組員

調査員1名乗組員19名枕帰漁協1名
 (C〕漁具.漁法

 ヵツォ.ビ;/ナガ筆釣

 〔a〕調査項目

 ㈹魚群調査

 航走中は眼鏡で鳥静魚群の発見.一点探機による中層魚群の発見

同漁況調査

 漁場位置魚群の状況.漁獲状況

 h気象海況調査

 H生物調査

 一㈱漁況速報

 毎日5回本県船へ調査状況を速報し先6

 一15アー一



速報内容

 I一)魚群調査の結果

 ・皿)水温その他一般海況

 皿)鳥の有無

 m小餌の漉泳状況

 V〕魚群の密度.ツキモノの種類魚群の深度一,.

 w)焼津入港船のビンナガ漁況.

 w〕一その他の参考事項

 3.調査の概要
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 N2ア。20'}28.oo'E13ア。20'～13アロ40'の海域てば県外船が4月9日～13日ま

 で操業.ビンナガをぼつぼつ漁獲していた。その他の海域てばビンナガ魚群は見あたらず、

 N28㌧1口'田140u～50の海域てばカツオ大判、駒橋海山附近てばカツオ小判の魚群が見

 られた。

 島群れは昨年より多かったが.大昔β分は小餌に付いでい走。水温は、E13グ～139。の海域

 で22℃を示し、暖流分派の北上先端がうかがわれIカツオ混りのビィ1i才ガ漁場が形成され走

 海域である。

第2次調査

 一一1-3ガ131132'.133,134.≡135-13613ア138

 調査海域の水温は種子墨東方60～100浬附近、と喜界島東方60～100浬附近ぱ20。

 一㌻21℃の水帯で拾拾われ・それより東酬37。附近・までのN2ヅ～32。ぱ19℃の水帯

 が広く分布し.第1紀南海山と第2紀南海山附近に葎大きな潮目が形成さ.れ.第2紀南海山ぱ
 21。～22。の水帯であった。

 N30㌧19'E136㌧口5'附近はカツオ小判群がみられ、第2紀南海山のN30㌧09'

 E13ボ～50'附近で鳥付ビンナガ群を発見しれこの海域のビンナガ群はイカの餌持ち群で
一159一



 それら外側の水温の高い海域にはメバチ群があり餌付は良好で左く魚体も1-0～16毎で不揃
 いであった。

 この期間中。県内船は喜界島東方のN28.O04皿1-3グ}00'中心附近でビニ/ナガ漁.県外
 船はN2ザ}30'引37回～139。附近てビンナガ漁に従事していたが,漁獲の日別変動は
 大きかった。

第3次調査

 艦1海域の水温はホ・ザ線の週1.・・W-1・ボ・口'附近と.・1・ダ・・'附近に22・

 の水帯午み叫暖炉張出が.1か柚れ・一加・パ鐸の酬・・】・ポはや軌1・
 ℃の水塊一が義存.N51.30'E135.10'}136.30'附近には・22℃.の黒潮縁辺部がみら
 れた。
 ビンナガ魚群はN3口。09ノ皿134.58'附近は鳥付の大群がみられ.魚I体一二も・一1.4J20切の

 大型魚であった。

 N3ザロ0'E138回00'～13ダ『口'附近てば中層の10ロー12口肌層にビンナガの魚群

 反応がみられたが、浮上がわるく漁獲出来なかった。この海域には小餌が多く表層を游泳して
 いるのがみられた。
一一160一



第4次調査
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 13013113213313413513613ア.138139140141142-143144'14514ξ

 頭査海域の海況は。伊豆列島附近の亙13ダ00414グ00'附近に暖流の張り出しがうかがわ
 れ.それらの海域の潮目附近にビ;ノナガ漁場が形成された。

 N3ピ}31'週13ザ～15'附近で流れ木をみつけ.カツオ大判.ダルマが付いていた。

 N32回～05'E142.O口'附近にはビンナガ魚群が多く餌付も良好そあうた。N31¶5'

 E138.OO'附近の西側漁場は、大型ビンナガ群てあっ先が浮上が悪く餌付も不良であらた。

 当時の漁場は、N31.O口'～32.OO'E13グ～139。口O'の海域に各船集中操業し一部

 は瓦140以東に出漁していたが、調査姑のN32。口0'ホ"叩O'附近の漁場形成の速報
 でその後その海域に移動し漁場が形成された。

 4。結果

 ビンナガ魚群=調査での成果としては,

 (1)漁期がぱじまるまで業者船はカツオ漁業に専従出来れ

 (2)初漁期の紀南海区.漁場位置の確認.速報をなしたので適切な漁場切替が出来た。

 (3)6月」=旬漁場移動期において以南に亙14ザ以東め調査をなし先ので、業者船が漁場移動

 を速に実施出来た。

 (4)県外情報として焼津入港船漁況を沖合速報なしたので各船の漁場探索が有利た庇った。

 (5)魚群探索海域が広く在り海況資料が多く収集出来るので業者船の漁場決定を有利にした。

 (6)漁場移動期に想定漁場の探索を友したので業者船は適切支漁場移動をなした。
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 を.とが各船にあたえた調査船の成績であった二一

 未京幽の各月各句の漁場は.「ビンナガ漁場図」として発表しているのでこの稿では省略す
 る。

第1表漁場調査表

         調査次1・2

         年月日44.4.11一4一一1フ4.18孔3b5.3

         N1・・28し13'2アL57'28L13'29。一5830し19ノ
         漁場位置

         E1“L05'135㌧5ガ134L3ア'132ロー10'i36し05'

         夫候CCCbObO

         気象一風向力S5材㏄S皿4SEアE5
         表面水温1£921.721.521.6127

         ツキモノ鳥素群繋群         焦鮫1.素群'
         群群の大小小小小小

         性操業団鍬1・11一2
         状

         餌付良否否否否否..

         釣り始めの時刻16-4518-3018-2018-13.18-0口
         漁

         獲釣り終りの時刻1アー0018-5018-5018-4.ア18-5口

         時使用釣籔141414曳1縄415
         カツオ22221162226

         目廻1.5侮

         漁ビンナガ

         目廻

         獲
         メバチ

         物目廻

         キ・ハダ

         目廻
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        調査次3

        年一'パ月一一一日4415、・45.215.24ム166.17

        N30。一09'30し口9'30o-09'引L25'32L06'
        漁場位置

        E136ト50r.1弓アL56'134L5ア'139L14'142u-05'

        天候bObCCbObO
        気象.
        風一向力皿4W5.週6.N7

        表面水温21.622.021.2一23.123.8

        ツキモノ鳥鳥鳥一流れ木馬

        魚

        群辞の大小小小中中人
        性操業団叙12{21        挟

        解付良否や㌧良否否や㌧良一や㌧良

        釣り始めの時刻18-3口1アー0418-1ア10-0010-4口
        漁

        獲釣り終りの時刻18-5517-5口18-5011-0011-40

        帯使用約数ア167147
        カー1ツオ663'

 
       
ミ

        ≡目.廻rjピ・1.8侮2佑穿

        '

        漁ビンナガア9イ11126一・0

        目一廻12-1掬14～1ア切lO～12砧        錘

        }メバチ(大)(小)
        28129

        物目廻8～10佐g2侮

        キハダ

        目廻
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   6.1ア6.186.22

   3一三一L04・32L口3'引し口5'

   142L04'14グー5弓'138L47'

   bOCr

   N7NNIw3.SSE4

   22.821.523.2

   島・鳥鳥

   大小中

   111

   や㌧良否否

   16-1506-3511-25・

   16-3506-5口11-35

   81[1ア

   14

   2切

   13132

   10}12侮10}14切

   26

   8～10κ9
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第2表

κ1

海洋観測表

 調査BT観測結表

         St1234516ラ

         月日4.54.64.74.84・9.4、一i04..11

         時刻16-0D18-3518-2018-1518-1018-0017-50

         位N27L2428-0926-4527-2る26-5828-19一28-11

         置囲131L5ぎ134-35135-24136-36137-5ア139-2ア141-05

         om18.919819921.825.1I20.220.0

         10・18.9198199.20.823.020.口20.口

         永2口18.9197199'20.522、ア194198

         3口18.919ア19820.022.5190193

         5018.719319219222.518.6190

         7518.618.719218.922.218.4『8.5

         混10口18.218,31a618.622.O18.218.1一

         1501z918.11a218.口19218,11フ14

         2001Z518.口1Z31Z718.318.016.8

協2  調査BT観測結果

         St1234567

         月日4,28〃〃〃〃4.294,3D

         時刻05一口007-2010-0512-2014-1019-1519-20

         位N29-593ロー013ロー0330-0329-5728-2630-03

         置'          E130-36131-01131-28131-52132-08131-45132-1口

         om21.720,521.421.521.620.ア21.O

         1口21.ア20.421.421.521.620.ア21.0

         水2021,720,321.421.421,620.521.O

         3021.ア20.021.321.321.620.521.D

         502口.019820.821.221.519820.9

         7519.口19219821.O21.419020.ア

         温i0018.ア11901Z72口.220.218.819ア

         1501ア519016.618.819018.219.4

         2D016.O18.515.61アア1Z7{ア718.7
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       一一一一一一一一一■一一一一一一一一一一一一■一一一一

       8I91口11121314

       4.124.一134.14・'4.154.164,1ア4.19

       16-0018-0018一口O18-0口18-1518-5018-40

       26-5827-412アー34・27-392アー462.7-5829-44

       40-54141-24139-20137-50て'きアー43135-51133-28

       21.520.120.521.422,021.ア{93

       21.520.120.52-1.422.口21.218.8

       21.一420.120.521.4.22.口21.018.8

       21.419620.521.422.O19418.7

       21.419き19721.121.518.518.5

       20.ア18.919ア20.620.818.418.3

       20.118.419ア20.120.418.218.2

       12417-9192198195{&218.0

       18.5.lzIl18.318.518.418.O1Z8

      891口111213

      5.15.35.45.55.65.7

      18-3519一口019-OO18-5口18-3218-48

      30-3830-1930-0930-1929-1029-56

      33-361-36-05136-50136-36154-44132-59

      19.719821.6・21.92口.O19.8

      19.719721.221.82D.O198

      1兄O12721.121.120.O197

      1兄O19521.121.0198191

      18,619220.420.619.2195

      18.418.519219.219.o19.1

      18.118.一41ミヨ.519018.ア18.3

      18.O18.O1ア818.018.218.1

      18.O1Z61Z51Z818.O18.O
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κ3  調査BT観測結果

         St1234567

         月日5.{45,155.175.185.195.215.22

         時刻19-0618-3口18-5218-5018-5518-4518-30

         位N3び一55'31-0051-2131-3030-4口3ロー0930-13

         置瓦138-28'134-5413アー17135-2213アー26137-5ア139-12

         0m20.919920.020.621.922.O21.5

         1020.81卵20.O20.521.822,021,5

         水2020.ア19820.O20.421.ア22.021.5

         5020.619720.口20.321.521.521.5

         5019119520.d20.220.220.520.口

         7519口18.51971帖193192194

         混10口1Z918.219019019018.51軸
         1501ア8≡lZ首一18.518.618.018.0一18一一2

         20口1Z51Z7一18.'218.51741Z51ア7

κ4  調査BT観測結果

         St1234567

         月日6.146.156.176.18.6.196・20一.6.!・一21

         時刻17-0口19-1018-3518-2018-0018-0口18-4口

         位N51し16'.31-1932-0531-5033-0032-4432-25

         置E1乙4し26138-44142-04143-50146-21{42-38139一一2

         0m23.222.821.42'1.421.821.522.7

         1023.121.021.021,321.ア21.522.ア

         水2023.020.020.521.OI21,121.522,ア

         3022.019520.521・0.21.O21.522.6

         502口、518,819820.420.520.52口.5

         7519517518.4191.19519018,9

         混10018,81ZO18.018.618-8.18.O18.5

         15018,516.517.51Z51Z71Z018.0

         2口018.016.31Z216.91Z115.51Z5
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5,24

19-10

30-08

134-5ア

21,2

21,2

21,3

21.0

198

191

1ヅ0

19,0

18.8

6.22

18-0口

31-42

138-12

23,0

23,0

22,7

21,3

20,2

19口

18.ア

18,1

18.O

6.23

19-00

31-34

134-1ア

23,0

23.口

23,0

25.0

`.・・95
18,8

18.4

1Z8

1ZO
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第3表  ビンナガ体長組成

       調査次234

       漁獲月日5.45.246.1ア6.1ア6.22

       N3口L09'3ロー0932-0632一一0431一一05

       E136ロー50'134-57142-05142-04138-47

       }アロ。〃

       }72

       ～ア41

       ～ア61

       }ア811

       体～8031

       }82111

       ～8416521

       長}86127ア一3

       }88512688

       ～901436ア9

       範～92152929

       ～94101411

       ～9655

       囲～98102

       ～1口O5

       ～1025

       }1042

       ～106

       ～1口8

       計5口5口1262ア32
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第4表  カツオ体長組成表

        調査次12.3

        漁獲月日4.114・.174.185.35.21

        N28L13'27-5ア28-1830-1930-09
        漁場

        Eμ1L05'135-51134-3ア136一一05134-12'

        ～36醐

        ～381

        ～403

        ～42924自

        ～44822223

        体～4613186.

        ～481122

        }5口i15

        長}524

        ～54

        ～56

        範～583

        ～608

        ～623

        囲～644

        ～664

        ～68

        ～70

        計2222505050
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第5表  メバチ(ダルマ)体長組成

    調査一、次4

    漁獲月日.1616618.

    一N31=」24'321-03
    漁場

    E・.139L14'1-4τ一一56

    ～52例1

    ～543

    ～5617

    ～5815

    ～608

    }624

    体㌣641

    ～661・'1

    ～68

    ～7口..

    長、72
    →ア4

  
  
,

    一7625

    ～7893

    範→8061ア

    →8287

    十8422

    ～18611

    囲、881

  
  

…

    ～190

    ～192
    ～一9.4..

    ～96

    ～98

    ～100

    計ア826

 一1・71r.



皿浮魚魚群調査

1.目的

 旋網業者の漁獲能率の同上を計ることを目的として既存漁場や海洋観測定線での浮魚魚群の

 分布調査を行い、得られた結果については予め定められた通信縄により一て当該船に連絡してい

 一・る。又漁獲魚は標識放流を実施した。

2.使用船

 さつなん(1165ア屯5Z0.電力〕

 山口英昭船長他1ア名

魚群探知機

 壁一直用海上電機D-4型24KC記録レ;/ヂ0-lDOm

 前科用・.〃D-3型

無線電話機

 員SB50WDSBlW

 a調査期間及調査海域

           次海洋観測定線..特定海域使用船調査海域

           1昭45.&1～69さつなん犀線
           2z寸～ア11〃〃

           310.1～10.一ブ〃4

           4昭45.10,12～何.20〃種子・屋久・梅吉
           宇治

           510,31～i1.6〃一定。..。線

           6.昭461,6～1.12〃"一

           7441.16～1.27〃種子・屋久・梅吉
           大隅東部

           8・一るア～513〃定線

           g13.19γ3.29〃種子・屋久・梅吉            大隅東部

 4・調1査結1果,
 く1)塙定海域g魯群串環状河.

 45年ザ0一一見'一4'る一年1一月、3月に実施した特定海域(既存漁場)の調査ぽ.…種子屋久海一

 域を王とし、他に梅吉曾根.宇治近海、大隅東都沿岸域を含めた。

 各々の調査結果は以下のと拾りであっ走。

45年10月

 種子島の田。脇東8浬附近には省くの魚群反応があって。ウーレ!・小サ'陸確認した。
 又湯瀬北7}8浬ては小サバ(F工123～25例)ヤクロ瀬てばムロアジ(皿28㎝〕を確

一172一



 詔し走が、梅吉.屋久新方面てば反応はなかった。(第1図)

 (10月の旋網漁場は開聞.大隅東部の沿岸域と鋭島方面にヨ三漁場があり、種子島東部や馬

 毛裏方面てばムロアジ.サバの漁獲もあったが低調であった〕

46年1月

 大隅東都の小山田湾、観音崎沖の水深90mで。水深2弓～。50mに大き庄反応が昼間
 みられたが、夜間は認められ左かった。反応玉体の確認は行えなかっ走が.旋網の漁獲対象

 となるか疑問である。

 この他の調査海域てば魚群反応ぱえられ左かっ走。(第2図)

 (1月の旋網漁場は種子屋久.梅吉方面に形成され、サバばや㌧好況であったが、ムロアジ

 は低調であつ走〕

46年3月

 湯瀬,種子島北部にムロアジ型の反応があり.ムロアジ(皿21～27期)を確認し走。

 この他.種子島東、宮之浦河ではムロ了ジ型の反応が多かった。

 種子島、喜志鹿崎NE18浬からNW方向に約4浬にわたり水深20～80mの表.中層に

 昼間大反応がみられ,その下層(水深80～120肌)にムロ了ジヨ三体め点在反応があつた。

 これらの反応は夜間は認められなかった。・一一一''一''1

 表、中層の反応はプラ;/タトニ/ネット投入による映像の変化からみて小生物であろうと推定

 されるが確認ぱでき庄か。走。(第3図)

 (3月の旋網漁場は屋久島南.種子島東.佐多～開閣が圭漁場であったが.サバは低調.ム

 ロアジは好調であ・コた)

 特定海域調査で得た魚群量指数

          I

          魚群量指数の海域別比率%

          年…月魚群量          調査海域延理数鹿湾大東種東屋湯梅字
          指数児子久

          島内隅部島方島瀬古治

          4ギO.一種子屋久梅吉宇治1β5322.9328&5651.412.0o.1

          4&一1・一二・鵡東部1ゐ94姐3491.29a5O,3

          463〃〃〃1,997541.06120.658.216口5.2

 (2)..定醇調査の魚群出現状況
 定線調査(漁海況海洋観測定線)に拾ける魚群の出現は鹿児島湾や大隅東都で比較的に顕

 著であったが、大隅東部では46年1・3月の特定海域の調査でもみられたように.漁獲対

 象に在ら支い反応がかなり含まれているように思え私(別表1～4)

 一・173一



 (3)サバ.ムロアジの標識放流結果

魚

ゴマサバ

ムロアジ

放流
年月日

46.10.19

 4&一3.2ア

放流位置

 30051'N-130007'五=

 30回59'N13パ19'瓦

 放流標識の
尾数種類

 2“迷子札型

カフス
15型

ボタン

叉長範囲再摘尾教

 22～28例O

 21～26口

一174`



別表1  海域別総魚群量並びに魚群及び魚群延浬数

        海域名総魚群数並に魚群総理数1D一.3・2群]⊃1群
        魚群数延浬謬一一魚群数延浬一致魚群数延理数

        鹿児島湾463.206262.38720一O.819一

        屋久島近海40,245。。40,245.

        甑島31.一568'一一3一一1=5・68
        45.6

        大隅東部311.9フ4201、ア64110.210

        種子島東方120.65170.53250.119

        計96Z6445662514口1,393

        鹿児島湾291.743241.68050.063

        野間}開閉2口.0282O.028

        甑島3口.0562O.口421O.014        7

        屋久島10.0491O.049

        沖合2口、04920.049

        計371.925311.84860.077

        鹿児湯湾200.805200.805

        野門～開胴{1O.99411O.994

        10屋久島10.0351O.035

        大隅東部100.6791口0,679

        計422.513422.513

        鹿児島湾271.0ア1241.0293O.042

        野間}開閉40.21040.210

        屋久島70.5185O.49720.021

        11甑島30.口4220.0351O.口07
        大隅東都302.5902ア2,5345O.056

        計・714.451624.30590.126

        鹿児島湾17O.3921ア0.392

        野間～開聞10.0141O.014
        4&1

        大隅東部29o.91029O.910

        計471.316471.316

        鹿児墨湾23O.826220.81210.014

        野間～開聞アO,1052O.0495O.056

        宇治4皿0843O.0771O.O口7

        3甑島2O.0352O.035
        大隅東部9O.1405O.0914O.049

        種子蟻東方10O.32210O.322

        計551.5i2441.38611O.126
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     魚.群量..1.O浬当り記録

     D3・一2群]⊃1群.計.平均魚群長(浬)定線理数
     I5.I0.1036Z2595IZ-29らIO.43374

     1.1761.1176・一,口、O17143
     92.ア6492.■7-64○二43.536

     50,7082.21952.927O.プ79110

     20.7902.43623.2260.0-33196

     214.2981&09口22ス388O.0.0.8930

     5Z1620.4975Z659O.23-6ア4

     O,532O.532O.00一一一工.I116

     0.588O.098D.686O.Oぺ536
     O.784D、ア84O.O口3143

     1.9041.904O.002173

     6口.97口0159561.565O.02093D

     38-388.3a388O.1・口8フ4
     28・6'30一・一・28.6.3.口0.O白5116

     0.770O。≠700.OD2143
     22.54D≡22.540O.061110
     90.32890.328O.02ア930

     34.692O.36435.0560.14474

     {1.03-2一11.口。一き.2一0.018116

  
   
'

     1乙986q.259・14.245口.036143

     0.42口O.028。O・一48O,01136
     124.624.1.435'126.b59口.255110
     i84.ア54皇.口86186.840口.047930

     6.284絶石4O.D5274
     =

     一一一I口;一一乞一一一2一■40O.2240.0口1116

     26.20824208口.082110

     32。ア1632.ア16O.D14930

     35.742O.28036口220.11i74

     O.938O.5601.4・98一一1一一.....O、口O..9。116

     2.394O.0282.422O』2336

     ,O.392O.392O.口0936

     1.428O.3781.806O.012{10

     5.5445.544O.016196

     4&4381.2464Z684口.016950
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 別表2I記録濃度D3・2群の魚群長(浬)の分布

          魚群長(浬)の

          月海域名OO.050.100.15O.20O.25O.30O.35
          ～～～～～～～～

          O,05O.10α150.20O,25口.300.35O.4口

          鹿児島湾610ア3

          甑島1

          45.6大隅東部881111

          種子島東方25

          計{623831111

          鹿児島湾135411

          野間～開聞2

          甑島2          7

          屋久島1

          沖合2

          計2口5411

          鹿児島湾i55一.

          野間～開聞一7111

          10屋久、島1
          大隅東部523

          計28841

          鹿児島湾2031

          野間～開聞22

          屋久島41
          11
          甑島2

          大隅東部1282211

          計36175311

          鹿児島湾17

          野間～開闘1
          461

          大隅東部281

          計461

          鹿児島湾202

          野間～開聞2

          字治3

          3甑島2

          大隅東部5

          種子島東方9。1

          計413

 一17アー



      階級

      0.40D.45O.500.550.60
      ～～I～～～計
      O.450.500.550.6D以上

      26

      113

      20

      7

      1156

      24
      2

      2
      1

      2

      3{

      20

      111

      1

      10

      142

      24

      `4

      5
      2

      127

      162

      1ア

      1

      29

      4ア

      22

      2
      3

      2
      5

      10

      44

一一^17.8一



別表3  記録濃度D3・2群の高さ(肌)の分布

            魚群の高さ(m)の階級

            月海域名01口20304050607080
            ～～～}}～～}計
            102030405口607080以上

            鹿児島湾13841一26

            甑島1123

            45.6大隅東部510211120

            種子島東方347

            計1821114.11156

            鹿児島湾3i343一一124

            野間～開聞112

            甑晶112

            7屋久島11
            沖合112

            計516631一31

            鹿児島湾165ア・120

            野間～開聞36211

            10屋久島11

            大隅東都13511口

            計516128一142

            鹿児島湾2f65124

            1

            野間}開聞224

            屋久島415
            11
            甑島22

            大隅東部161441127

            計5282口711.62

            鹿児島湾12517

            野間～開聞11
            46.1
            大隅東部14103229

         
   
'

            計2ア1532{4ア
            ■一一一'=

            鹿児島湾45≡9
            野間～開聞11≡             !2

            宇治213

            3甑島22

            3

            大隅東部325

            種子島東方7310
            計1510631
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別表4  記録濃度D3・2群の上端水深(m)の分布

             魚群の上端水一諌(m〕の階L級

             月海域名:01口20304050.60708090
             ～～}～～～～～～計
             102030405060アロ一8090以上

             鹿児島湾205126
             曾瓦島213

             45.6大隅東都2132320

             種子島東方1321一7
             計233893156

             鹿児島湾3155{24

             野間～開聞11ミ2

             甑島112
             ア屋久島11
             沖合112

             計41763131

             鹿児島湾284β1.1{20

             野間}開聞181111

             10屋久島11

             大隅東部22222{O

             計3187ア{13242

             鹿児島湾11211124
             野間～開聞1214

             屋久島55
             11甑島112

             高=

             大隅東部21口432一・4227   
          

≡

             2妄・             計1・42664432一162

             鹿児島湾1113217   
          

一

             野間～開聞11
             4&1

             大隅東部1231.42・52129

             計2443品、42ア2=47
             鹿児島湾15722
             野間～開聞22

             字治213

             3甑.島{12
             大隅東部3115

             種予島東方232i1110
             計219{3213.1・・44
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∫
1 ・サバ

ムロアシ
ウルメ
 小サバ

 主な調査域

第1図 航跡図  (45・1α12～1α2g)

バカイカ

第2図 航跡図  (4&1.16～1.2ア)



 第3図航跡図(4&519～己29)
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 §沿岸海底調査

 I種子島至屋久島海域

1.目的

 昭和39年慶からの継続事業で、沿岸域の海底の状態を明らかにし.新しく確認された天然

 礁或は既知魚礁の位愚形状を把握し漁場の高度利押に飾るのを目的と仏
2.調査方法

 a)調査船さつ左ん116屯5・ア520馬力

 b)調査方法

 1)調査期間昭和45年7月20日～8月11日

 2)調査人貴調査員1名船員{8名。
 3)水深水深は海上電機製魚群探知機垂直用D■4型を連続作勤することに

 より測定した。又水深は細汐表により最低々湖面からの深さに修正
 し海図と同基準とし.mで示した。

 4〕位置測定三海底平字徽舳O分帆起伏の激しい海域で守5分内外の
 間隔で測定した。

 5)位置測定器具・一∵.........

 状分儀2合船上で甲㌣に損1雫
 。レーダー各点で撮影し帰港凌ネガを投影綾てlo倍に拡大しI位置決定の参考に

 した。

 6)調査線緯度、経度1分母の碁盤の目状に90線を設けれ

総長1,100浬

 7)調査海域別図のとおりで約63口平方浬の海域

 3・資料の取りまとめ

 5万分の1地図上に調査線を記入し魚探記録から水深を転写.50π並の等深線を記入し起

 伏のある海底は詳細に水深拾よび起伏の状況(記号により凸状.凹状を表現する)を記入した。

 原図は写真撮影の上.海図大のポチエチレソ乾板に焼付けてこれを再び青写真に焼付けて海底

 図とし走。
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 4。資料配布状況

 昭和45年度の酉師状況は次表のと奉りである。

一幸内市
調査年度

海底図名

配布都敷

42

大隅東部海域

その1

67

その2

52

43

 竹島～
硫黄島
近海

ア7

44

黒島近海

230

東町海域

 200(地元負担〕

40

総括編

20

合計

796

担当者 岩倉栄

 ]I長島海域

1
.

2.

目的

 種子島玉屋久島海域に回し

調査方法

 a)調査船がもめ

 b)調査方法

14砲6560馬力

 1)調査期間昭和45年8月25日～9月2日

 2)調査人員調査員2名船員ア名

 3)水深種子島玉屋久島海域に同じ

4)位置測定同上

5)位置測定器具六分儀2台

 6)調査線1.O00m毎の碁盤の目状に調査線を設けれ

 a資料の取まとめ

 種子島玉屋久島海域に同じ

 4。資料配布状況

 長島町之原図を酉硫した。

 ※本調査は長島町の要請により実施し先もので経費のr部は長島で負担しれ

担当者岩倉栄
徳留陽一郎
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第1図 調査海域図(種子島至屋久島海域)



第2図調査海域図(長島海域)
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漁業用海底団

長島海域



漁業用海底図
種子島至屋久島海域



 §漁具漁法指導

 Iゴチ網漁法指導

 1、目的

 近年鹿児島県下のゴチ網は各地区に普及して巻り.かなりの漁獲をあげているが、一部技術

 の未熟た地区もある。本試ではこれらの地区の要望によりI担当者が乗船して自記式深さ計に

 よる網の高さの計測.その他の調査を実施し.検討を加え操業の指針とするのを目的とする。

 2.韮導の概要

 昭和45年度は串木野市羽島、出水郡菓町拾よび阿久根市地区から要望があり、乗船調査講

 習会を次のと拾り実施した。叉石垣地区てば講習会のみを実施し走。

       内容年月日乗船地或は会場王催者担当或は出席者コ
       乗船調査45,913～9i5串木野市羽島岩倉・魚川

       〃11.24～11.29東町・阿久根市1岩倉

       ゴチ網習会10.30羽島普及貴駐在事務所県本試業者計
       311721

       〃462.16～2.17東町・阿久根市〃県本試業者計
       312731

       〃45.8.21頴娃町石垣〃県本試業者計
       3i1620

 担当或は出席者コ

講習内容

 石垣地区に巻いでは。8ミリカメラによる先進坤(福岡琴〕拾よび市来町のゴチ網漁法の紹
 介,自己式深さ計により計測されたゴチ網の浮子.沈子綱の時間的在開きと漁獲量との関係そ

 の他について説明した。

 羽島.東町、阿久根地区で行うた講習の内容は次のと拾りである。

 一18・9一



羽島地区
操業時間表

要

目受投入

 牢かじ

 網入=れ始め

 〃終り

ひ.きしめ

航走

 畢かじ

 目受取込み

 沈み待ち

ひ∴しも
 口rプ巻き熾

 "、終♀
巻幽弼零時間
 ロープの長さ

 1分間当り
 巻き上げ速度

 オド抑重量
(ツヤツクル・サル
 カγ・コースを
 含む)

 1分間当り
沈降速度

 竜数・馬力

備考

口分一秒

1-15

2-3口.

3-03

3-45一

頃迄

3-45

4'一45

5-58

6-50

頃迄

7-Oア

9-00

20-D0

11-00

'2丸

36肌

両側70切

 2.43毛け馬力

3回平均

2-45

5-30

7一口0

15-30

8一一30

2丸

47m

65切

2.2212

1回

口.

.2-3ブ

5-30

 8r口0

17-45

9-45

2丸半

51π

80晦

2,801ア

8回平均

来

2-30

 6-O口

9一三口0

19二〇口

10-O0

2丸

40m

川内市
京泊

2-45

6一一0口

8-00

 18-O口

1ロー00

竿丸

40π

1.7611

 一そうゴテ網

1-40

3-50

6-3口

 13-O-O一

 ち一30

1丸半

46腕
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 浮子・沈子方の海中における形状  目受取込み

 ロープ巻き始め



④
 123456ア89101112131415分

 “＼・一/戸
 1・＼＼之二・底2。、

m
2口

⑤

↓5× 1015

⑥X

51100

 二:＼戸1・∵
 ＼、沈子方 底27肌

1511・

30

1、
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⑨

1234
0一

 ::L㌣風
56789101112

 C丸10回目

沈子方

131415分

7

考察

 (1)ロープ(曳綱〕の巻き上げ速薩

 各船ともロープの長さ、屯数、馬力が釦似しているため目受投入からロープ巻き始めに至る時一
 間は大差をい。

 但し.ロープ巻き上げ時間は,

 A丸2丸11分

 B丸2丸8分30秒

 ○丸一'一一一'一至丸半ヲ券4ち秒
 (2丸たら7分48秒〕

 と宏っており、A丸は一番卦そい。

 又市来.川内でば10分、福岡の一そうゴチ網でも2丸在ら8分48秒であ・砧・}・

 上記の時間から{分間の巻上げ速度を算出して見ると,

 A丸

 B丸

0一丸

 市来・京泊

 福岡'そうゴチ網

 である。

36m

 4ア黒
51m

40π

46肌
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 (2)オドシの重量

 サルカン、シャックル.コースを含むオドシチェーンの重量(両側の合計)ぱ、

 A丸7Dキログラム

 B丸65キログラム

 ○丸一・80キログラﾑ

 と在りている。

 (3)海中に拾ける網の形状について(図参照)

 イ)浮子の動雀一

 浮子方の動きを見ると図①～⑥右よび⑩ト⑩のとおりて、A丸を除き他三船はゆるやかなカ

 ーブを画き友がら沈降或は浮上している。

 A丸の場合は潮にふかれてもたも允して沈んで行くような状態である。これは浮子が弱く浮力

 が少いためか,あるいは沈子が弱く沈む力が弱いせいかと考えられ銃

 口〕網の高さ(浮子方と沈子方の開き〕について

 本来在ら深さ計2箇を浮子方と沈子去に同時につけて測定すべきであるが1箇しか在かった

 ため浮子方或は沈子方の一方だけにつけて動きを見た。

 投網位置の深さばI網が上った時、深さ計をはずし直ちに再度投入することにより測。た。

 富龍丸の1回目の場合.9分頃迄.ぱ上下レてもたもたして奮り、沈子ぱ6～7分頃迄は完全

 に底についていないものと思われる。

 12分頃の網の高さば2.5椛である。2回目の浮子方ぱ1回目よりはスムー一スに沈下して拾り

 網の高さも4～5.5mとや㌧高くなっている。

 海者享丸は2回とも4mで余り高いとは云え在い。
 ○丸と京泊の場合はともに7mで.A丸の2倍近く在っている。

 大体この程度の規模の網をらアm前後が適当と思われるが.だとすればA丸.B丸は少し低

 いと思われる。

 ハ)網が底についている時間

 これば深さ計を沈子方につけ庄ければ判明し左いが.今繭養ではO丸に1ついてのみ計測し

 走。(図⑦⑧⑨)

 これによるとO丸の場合、7図で5分30秒、8図でア分.9図で9分Iで、平均7分1'O秒で

 大体8分前後と云える。

 A丸と]3丸はO丸の結果と比較し推測すれば.A丸はロープの巻き上げが拾そいのでゼD分、

 B丸は少し短く6分程慶1底についているものと考えられる。

問題.点

 以上のことから考えられることを挙げると次のと奉りであ.る。
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 (1)A丸

 イ)1回目の浮子方の沈み具合が不親則であること.水中に着ける網の高さが低いことから浮子

 沈子とも強くすべきと思う。

 浮子は浅海用を使用して拾り、しぼんでいるが深海用に変えるか或は適宜増すべきであろう。

 口)沈子綱は特に堅い感じで網の.まきつきがひどいようである。使いなれた柔いロープに変えた

 らどうか。一

 八).網が底に長くついている方がよいとぱ限らずI(魚が逃げるかも知れ左い)叉.巻き上げ中・

 の曳くカ(ひきしめ〕にも関係があると思われ、更に操業時間の短縮ということからも巻き上

 げ速度一をもう少し上げたらよいと思う。

 t2)B.丸

 イ〕網の高さが少し低いようで、若干浮子を増したらどうか。(それに見合う沈子も増すこと〕

 口)網が底についている時間が少レ短いようである。着底時間を少し長くしたいなら沈み待ちを

 2～3分とるか,目一プを少し仰すなどの処置をしたらよいと思われる。

 (3)C丸

 特にない。

 (4)そ・あ他

 本試担当者の見聞するところでは、袖口の沈子方は大体各地とも若干すれているが.羽島地区

 てば竿んどすれていなへ
 これ呼きしめが足り千舛いと駒れ・口r仰寄ら在いの㍗トシの効果も伽と考えら

 れるが、此の点考慮したらどうだろ一うか。..

 羽島地区でほ特に潮流の複雑左海国と聞くので檀々実験を繰り返し改善を重ねて行げば占や.と

 考えられる6'。.
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 東町・阿久根市地区

操業時間奏

         要目D瓦FG羽島〃,クー川内

         目受投入○分一0秒o一口Coo=oo

         転一針0-450-431-301-001-15

         網入れ始め1-301-302-002一印2-452-302-302-45

         ・艇り2-002-0口3-0口2一きb3-05

         ひきしめ2-302二153-503-003-45
         頃一まで頃まで頃まで頃まで頃まで

         航走2-302-153-5口3-003-45

         転.針3-153一口O4-1口4-004-45

         目受取込み4-O口3-455-405-0015-305-30一6_σd6-oo

         沈'。み待ち6-50          頃まで

         ひきしめ7-10

         ロープ巻き始め6-056-10アー307-od7-008-009一口d,8-oo

         〃終り14-3513-401アー3015-0015-301アー4520_あI18-00

         巻き上げ所要時間8-308-301口・一008-008-309-4511一口010-00

         ロープの長さ2丸2丸2丸2丸判O昌2丸2丸半2丸2丸

         1分間当り
         巻.き上げ速度47m47肌40m58m4ア肌51π36m40m
         オドツ重量
         (シャンタル両側
         サルカン・コース30侮約5口1201506580アO
         含む)

         浮子方仕立上り1ア尋171820

         沈子方"一17尋1ア1720

         屯数・馬力2,41トノ2.582.454.32.222.802.431.ア6
         1ア馬力201130121ア171{

         備考右廻り右廻り
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 図1.網地の配置

 ・1(11)[工[「
'10本5節

11間
30間

、」
 「[口二口

浮子方17間
 沈子方17・

 ・丸(阿久根)・1丁「[

 {[1}1,l/工皿虹/工・
 ・皿1  6・8〃浮子方20間

 4〃8〃沈子方20・

 市来[川1≒山1…弐
浮子方20間

8〃8〃
沈子方20"

 …圧叩一、狐  町■鷺;:1

/

皿
 1葉1・節

、

'197一



 図2.ローブの投入状況
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 第3図水中における網口の高さ





 G丸1回目

 底55m

 G丸3回目

 底39m



(ユ)

(2)

考察

 漁具について

 漁具は県内漁具店作製のもの.県外で作製の一もの、或いは自作のものだと種々ある。

 市来の網.G丸の網が最も普通の型で多小の相違はあるが鹿児島県め漁具は大体この型である。

 D丸の網は長崎県のものと郷以して拾りI袋尻を自由に長くすることが出来.又作製も簡単で修

 理の場合本教、目合がア定しているので手間が少なくて済む利点がある。この網は袋部の奥行が

 長いので大網した魚類は逃げることが少左いと思われ私

投網状況.

 図2はロープ、網の投入状況を示すものであ乱D丸、E丸,G・丸てば一部例外もあるがやや

 正方形に近い形で投入している。

 百九では網つぎば50m.舵つぎば150肌程度としているので若干異なってい糺

 '網つ・きのロープの角度ぱ90度より小さいが.深海の場合は袋尻が乗ることも考えられるので

 下図(1)のように投網して強く曳いて(2)の形にすると袋煎が乗ることば在くよいのでぱをいかと考

 えられる。

(1)・(2)
/

イ

 ㌻!＼㌣
/

(3)操業期間

 操業時間表は、目受投入からロープの巻き終りまでの時間を示すものである。

 浮標投入からロープ巻き始めに至る時間ぱ6}9分で大差症へ

 但し.ロープ巻き上げ時間は14～2口分とかなり巾があ糺

 この巻き上げ時間から1分問の巻き上げ速度を算出してみるとI

 ]〕丸47m

瓦丸47肌

 F丸40m

 G丸58mである。

 羽島では1隻36秘と拾そい船一もあるが、大体各地とも40}5口肌が普通である。
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 ロープの巻き上げ時間が余りお・そいと1日当りの操業回数が少庄く浸り,叉余り速くすると機関

 に荷重が多くかかることに混るが大体50m前後が適羊であろうg
 (4)オドシの重量

 網の沈子を除く・回'プのサルカニ/・シヤックヘコ'スを含むオドツの重量は珂側で3g～
 150海とかなり差がある。

 将来外海の深い漁場で操業する場合は10.O}12口切穫度が適当であろう。(長崎、福岡県地

 方でも100π前後で操業している船ぱ100～150切を附している)

 (5)水中における紬の高さについて(図3)

 鹿児島県沿岸域で操業するゴチ網の規模てば網の高さは大体7m前後が適当と思われる。

 r般に網口の高さは海底に着いた時が最も高く、曳網.巻き上げと共に低く在り,底を離れる頃

 は若干高くなって上って来るようである一(長崎。福岡県方面),
 伊唐,出水地区の場合でも顕著てば凌いがほぼこのJ二うな傾向が見られる。

 各船の網の状態について簡I単に述べると次のとおりである。

 D丸

 網の高さば6～11mで割合高い。1回卦よび5回を除いて網は大体規則的に沈降してい乱

 5回目は潮流が逆で.袋尻が乗った時の記録で一度渚憧して後1～2m持上り更に底についてい

 るが、逆潮の場合は余程投網をう一まくやらないと沈みが一応でなく網成りが悪いと言える。

 大体細成りぱよいと思われるが網口が少し高つことから浮標取り入れ後の曳き締めを強めても
 よいと思われるO

丑丸

 網の設計はD丸と変ら友い。網の高さは12～13肌でか在り高い、低戸場合もあると思われ
 るが記録が少たくぱっきりいえ友へ沈子方の記録ばたいが,沈み具合や,網成りはよいようで

 ある。

 F丸

 1回の記録だけである狐網口の高さば11}1アmでE孔よりも高い。二型丸の場合はオドシ
 の重量の割には馬力が小さく巻き上け速度も40mと春そい定め曳くカが弱いρで網口が高いの

 ではないかと思われる。網の規模も他船と大差圧いので出来れば馬力を少し大きくしたらよいと

 思わ.れる。

 オト'ツが重いせいか縄の沈みぱよいようである。

 G丸

 網は図1のと拾りで。D丸。瑠丸とは異在っているが.浮子方の仕上りは2口尋で若干大きい。

 オド舳舳で・トプも2丸と岬で午し宇く岬る狐馬力が大きい定め巻き上げ.
 速度ぱ58肌で一番速い。

 網の高さは7～1口mで他の3船に比べて低いがこれは船体も大きく、機関も大きいのでか在

 り曳き締めが在されているためと思われる。
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 沈子方の記録は友いが.浮子の沈み具合から見ると網の沈下は倉そいと思われる。

 調査した漁船の網口は一般に各地区に此べて高いようである。深い穫高くたるようであるが.こ

 れば曳くカが弱いか或いは余り曳か老い定め浮子がかたまっているためと思やれ乱曳くことは
 ロープを寄せることであり.魚を寄せ集める効果があると思われるので。深海で操業する場合は

 特に注意が必要と思われ乱

 nカツオ自動釣機試験並に小笠原諸島の漁よ調査

1.目一的

 最近与べその企業七合理化一省力化が急速に進み、漁業に拾いても延縄、底曳網、その他の

 漁業危とでは大山左機械の導入がをきれている。しかしカツオ漁業は漁船の大型化に伴う装備
 機関等は進展しているが.漁法での機械化は現在まだ実用化されてい在い。カツオ漁業の問題

 点として労働力の不足と。それに伴う機械化省力化は多くの人に指摘され。開発生さけぱれ
 了い走が。ようやく自動釣機が実用化の段階に達しようとし。一部の県外船では試樽操業を実
 施しつつある。

 李県でも調査船に自動釣機を装備し業界への資料提供と省力化・機械化の実用化を正目的と
 ・ト嘩坪業を実施し舳同苧海てば魚群調査餌料対策試験並に小笠原父島漁業調率も併
 せセ実施した。

 2.調査の概要

(1)調査項目

 “ジ自動島棲試験
 a一)盲動釣機あ試験衰桑
 b)自動釣機と人間釣手との比較試験

 C)その他の問題点

(口}魚'爵調査

 ζ!餌料餉繍混調査}鷲箸雪讐穣欝筆況調弁
 有一小笠虚諸島I(父島)め漁業調査
(2)調査海域

別図参照

(3)使用船舶

 調査絡一ざら去ん一1-16屯52口馬力
 μ)一一調査年一月白

 昭和45年11月{O日鹿児島港出港

 .11月12日東町宮之浦餌料積込・

 11月12日～23日釣機試験及漁場調査

11月26日父島.二見港入港
一2口4一



 11月2ア日父島漁業調査。;見港出港
 、11月30日鹿児島港入港一

(5)使用漁1具
 け)自動釣機

 鈴木鉄工所製東鰹式自動一本釣機………2台一

 (口・・ミックK-7口〕

 筆・…・…・グラスファイヴァー一55mもの

 1(オリンピック漁具KK製)

 道糸合成8号、

釣糸合成40号

 釣鈎擬餌針パイプ釣(ヤリ先タタキ)特ユ号

 (口〕釣手

 箏………グラスファイファー2肌もの2本

 道糸・釣糸・釣鈎は自動釣機に同じ。

3.結果

 結果については、男■」冊「カツオ自動釣機試験並に小笠原諸島の漁業調査報告書」(昭和46

 年3月)に竈載してあるのでこ・の稿てば省略する6・

 簡・本調査で使用1ト準カッ才自弾機(口'㍉クK二.7口〕畔2号3考機の初期のもの
 で、当本試で使用7ストの結果多くの問題点が残されセいることが報告書ゼ明らかにしたが、

 その後試作者であ6鈴木鉄工所ではこれら?問題点につ1和多/の改良を札・その結果は旧
 型にくらべr部好結果が得られつつあり。本格的実用化へ近つい冬ものと思考される。
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海艇図

 皿九州山口ブロック水試漁業分科会

一1.目的

 九州山口各県水産試験場漁業関係担当者で構成されている分科会で。昭和41年5月発足し
 九州、山口地区の漁具漁法の紹介.漁業全般についての技術交流を目的とする。

2.実績

 42年度は分科会から「西日本海域に拾ける刺網漁業」を、45年度には「西日本海域に拾

 ける小型底曳網漁業」を刊行し九。46年慶ぱ'本釣、延縄を取り上げ目下編集中である。
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